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y M C A の 国際交流活動は､ 世界の国と地域にひろがる Y M C A による豊かな出会 いをとおL / て ､ 平和をつ くりだす こ とがで きる人を育て

ます｡ そ の ためにも､ アジア太平洋地域の 歴史をは じめ .
国や地域にあるさまざまな問題に つ い て 学びます.

仙台 Y M C A は ､ 3 0 年 に及ISてバ ン コ ク Y M C A との協働で ､ 様々 な課題に直面 して い るタイ農村部 の子どもたちや青年たち のための 様々

な活動を行 っ てきま した｡ タ イ農村ワ ー クキャ ンプは以下 の目的で実施されます｡

タイ農村り - I? キャシ7 のEI 的

①タイ農村部のコミュ = ティに由宇*} 施設等を作る｡

②タイ王国G) ^ 々 t の交流を通し. 文化 ･ 歴史 ･ 生活等々について埋解を深功魯｡

⑨｢ 共に生き与｣ こt の意味を学び . ^ 々 t G )出会い, 交わLJを深助る｡

第2 5 回タイ農村ワ ー クキャ ンプ

日 経 : 2 0 1 1 年3 月1 日 ( 月) -

3 月 2 3 日 ( 求) の聞の約1 4 日間

訪問地 : タイ王国バ ン コ ク市内及び農村部

団 長 : 佐藤 健吾 ( 仙台Y M C A スタ ッ フ)

募集人見 : 1 5 名 く最小催行人数6 名)

参加費 : 2 0 0 . 0 0 0 円程度 ( 分割納入可)

市バス･ ･ ･ ･ - 仙台駅より8分

交通の便 立馴嘩校耶皐 細道鮎 交通鯛 絹
地下銭･ = l =広瀬削臥匂当台公園駅よ雌歩10分



昨年度､ 第 2 4 回 の タイ農村ワ
ー ク キ ャ ン プ に つ い て

昨年度､ 第 2 4 回タイ 農村ワ ー ク キャ ン プは ､
1 4 人 の大学生 が参加 をして

くれ ま した｡ バ ン コ ク に て バ ン コ ク Y M C A で 取り組ん で い る貧困地区発展 プ

ロ ジ 工 ク トを学び､ 実際に ス ラム街や バ ッ ボ ン通り ､
ス ラ ム街地区の 近隣の小

学校を訪れま したo また､ タイ中部の ナ コ ム パ トム 県の エ イズ孤 児施設､
ハ ッ

ピ ー ホ ー ム に て H I V / A J D S に つ い て 学び､ そ の 施設 の通 路の 整備 を行 い

ま した｡ 9 日間滞在 したタ イ 北部パ ヤ オ県に ある人身売買､ 性的 搾取 の 危険性

が高 い 子 ども たちを保護する施設で ある パ ヤオセ ン タ
ー で は

､
人身売買に つ い

て学び ､ 不審者か ら子 どもたち を守るための塀作り を しま した｡ またそ の施設

に滞在する子 どもたちの 故郷､
ラオタ カ村にホ ー ム ス テイ,をし､ 現地の生活を肌 で実感する機会を得ま した｡

それぞれが貧困､ 教育の 大切さ ､ 地域社会との つ ながりな どを考え､ 参加者同士で 互 い に意見を伝え合 い ､ 理

解を深 めま した｡

▽ 第 2 4 回参加者感憩 ▽

｢ 一

期
一

会｣ 東北福祉大学 吉田万 里 子 さん の 感想 より

｢ なんで 行くの ? ｣ と､ 出発前に周りの 人に 聞かれる慶､ 特に 立派な理由を

答えられるわけで もなく､ 何かを感じ取る こ と が出来ればと漠然に思 っ て い た

部分がありま した｡ しか し帰国 した今､
｢ どうだ っ た ? ｣ と聞かれ ると答 える

辛が逆 に 大変なく らい ､
こ の 二 週 間は本当に充実 して い て ､

一

生 忘れ る こ と

出来な い 財産 に なり ましたQ

タイで 得たも の ､ 学 ん だ こ と は本当 に たく さん ありますが､ 特に 気づ かさ

たこ とは ､ 自分の 知 っ て い た世界 の 狭さ､ 世界 で の ｢ 当 たり前｣ の違 い ､ そ し

て ｢ 当た り前｣ を当 たり前と思わ ず感謝する こ と の 大切 さ､ さら に教育の 大切

さで すD 自分の 住む世界の 裏で は今も人 身売買や エ イ ズ､ 貧困と向き合 っ て 必

死 に生 きて い る人 がたくさ ん い る こ と､ 日本人も人 身売買と関わ っ て い る現実

も知る こ とが 出来ま した o 私達に何 が出来る かと考 えた時､
それら を直 に知 る

こ と が出来た こ とに 感謝し､ 今後 の 自分達の 生活 に 生 か して い く こ と ､ そ して

多く の人 々 に伝 えて い く こ とで 正 し い 知識 を持 ち関 心 を持 つ 人 を増や して いく

こ とが
､
小 さ な力 だと し て も 今の 私達 に で きる こ と ､ ま た､ こ の タイ ワ

ー ク

キャ ン プに参加 したもの と して の 使命だと患 い ます｡

また
､
タイ の 人々 はと て も温 かく優 しく私 達を迎 え入れ て くれま した｡ そ して

こ の 二 週 間で 様 々 な 子 ども 達に 出会 い ､
た くさ ん の 笑顔､

強さ､ 優 しさ ､ 感

動､ 温かさ をも ら い ま した｡ 子 ども達 の おか げで 私も笑顔で楽 しく過 ごすこ とが で き､ 文化 を共有する こ と の素

晴ら しさや ､ 自分 の 文イヒを大切 に しよう とす る気 持ちI = も気づ く こ と が出来ま した . さ ら に ､ 言語 や文化 は異

な っ て も
､
子 どもの 笑顔､

子 ども の 姿は世界で 変わら な い ん だなと感 じる こ

ともで き苦 した｡ 今 で も ふ と､ 子 ども達 の こ と を思 い 出 しとて も会 い たくな

り ますが
､
こ の 二 週間 を通 して子 ども遠か らもら っ た全て の モ ノ ､ 思 い 出､

そ して
一

人 ひ とり の笑顔を私は一生忘れ ません ｡ い ま､ 日本は物が溢れすぎ

て 人と の つ ながりな ど､ 本当 に大切なもの を失い かけて い るような気が しま

すo 少 し前まで は日本も今の タイと 同 じように ､ 物は少なくて も人々 が協力

して 生 きて い る姿が溢 れ て い たの で は な い かと思 い ます｡ ま た､ 時間に 追わ

れ､ せ か せ かと生 きて い る の も今 の 日本人 の 特徴だと感 じます｡ 今 回 ､ 世 界

に 出て 日本を客観視で きた こ とを生か し､ 私 は も っ と自分 の 国 を見 つ めなお

し､ 日本 を良くする ため に は何 が出来る か を問 い か けて い き た い と 患 い ま

すo

本当に本当に こ の キャ ン プに参加で きて 良か っ たで す い†ン コ クで 出会 っ た人､ パ ヤオ で出会 っ た人 ､ ラオタ

カ村で 出会 っ た人 ､ 全 て の出会 い が奇跡で 一 期 一

会 の 素晴ら しさを感 じる 二 週間で した｡ 今回の 鹿験を今後の 人

生 の糧に し､ こ れ からも
ー

つ ひ と つ の 出会 い を大切 に して い きた い と思 い ます.
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